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米国における猫の高病原性鳥インフルエンザ感染事例について 

－米国・情報提供－ 

 

 

このたび、令和６年 12 月 23 日付け事務連絡により農林水産省消費・

安全局畜水産安全管理課課長補佐（愛玩動物用飼料対策班担当）からペ

ットフード関連業界団体の長あてに別紙のとおり通知された旨本会あ

てに情報提供がありましたのでお知らせします。 

ロサンゼルス郡公衆衛生局の令和６年 12 月 20 日付けプレスリリー

スにおいて、①高病原性鳥インフルエンザに汚染されている可能性があ

るとして自主回収されている Raw Farm, LLC 社製の生乳製品を摂取し

た猫４匹において、高病原性鳥インフルエンザの感染を確認、②別の家

庭において生鶏肉及び生牛肉を用いた生ペットフードを摂取した猫 1

匹において、高病原性鳥インフルエンザに感染した旨、公表されたとの

ことです。 

今回問題となった Raw Farm, LLC 社の生乳製品（ペット用含む）は米

国内で自主回収されており、日本国内の流通・販売は確認されていない

とのことですが、念のため、ペットフードの輸入や国内流通の際には当

該情報にご留意いただくよう会員への周知方ご協力の程お願いいたし

ます。 

本件のお問合せ先 
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E-mail: okamoto@nichiju.or.jp 


